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１．１．１．１．｠｠｠｠目的目的目的目的：本研究プロジェクトでは，放射光軟Ｘ線を用いた表面化学分析の新しい方法論

を開発と，それを用いた金属・半導体単結晶表面上の原子，分子の構造とその電子状

態，表面化学反応ダイナミックスの研究，磁性薄膜吸着系に関しては磁気的性質も併

せて調べ，原子構造，電子状態，磁気構造の間の相関を調べることを目的としている。 

今年度は最終年度にあたり，専ら応用研究で成果を挙げることに腐心した。 

 

２．応用研究（２．応用研究（２．応用研究（２．応用研究（2,004年の成果）年の成果）年の成果）年の成果） 

１）Pt(111)表面上のＮO分子の吸着構造の解明（ref 3）  

２）Pt(111)面上の水生成反応の機構解明（ref.8） 

３）Pt(111)面上の CO酸化反応の機構解明 (refs 4, 9) 

４）光電子型極端軟 X線定在波法の開発 

５）深さ分解ＸＭＣＤ法の開発とその表面磁性への応用(refs. 2, 6, 10) 

６）光電子回折法による Au(111)基板上ストライプ相のアルカンチオール構造解析(ref. 11) 

７）アルカンチオールＳＡＭ膜構造の基板依存性(ref. 5) 
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